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1. 概要 

私が取り上げる題材は宮城県石巻市にある「日本カーシェアリング協会」が実施してい

る「語り部ナビ」である。語り部ナビとは、東日本大震災の遺構を巡るコースの走行中、

ルート案内をしながら石巻や東日本大震災について音声で教えてくれるものであり、ナビ

が発話する内容は石巻在住の語り部が話しした内容をもとに作成されている。オプション

料金は 1000 円で、コースは 1 日コース、半日コース、大川コース、南浜コースの 4 つで

ある。 

 

 

 

 

 

 

画像１：日本カーシェアリング協会のレンタカー予約画面 画像 2：語り部ナビの紹介映像 

画像 1 

画像 2 
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2. 評価する理由 

 私がこの取り組みを評価する理由として、コロナ渦でも質を落とさずに語り部活動を続

けることが可能という点である。コロナ渦において様々な行事が自粛を強いられるが、語

り部の会のような追悼関連行事も同様である。宮城県石巻市立大川小学校らの遺族でつく

る「大川伝承の会」は、定期的な語り部を行っていたが、2020 年 1 月を最後に中止、10

月に再開したが、その間は語り部活動を行うことが出来なかった。また、「3.11 メモリア

ルネットワーク」が、5～6 月に岩手、宮城、福島 3 県で活動する 24 団体・個人に行った

調査では、約 2 万 5 千人が伝承イベントへの参加をキャンセルしたとの報告もあり、多く

の機会を損失している。 

そのような状況下で、この「語り部ナビ」は損失している機会を補填できると考える。

コロナ渦において、感染リスクを抑えるために大人数での移動は避けられている。2021 年

2 月 5 日の日経新聞電子版「コロナ下旅行『少・近・短』『2 人以下』は 3 割」によると、

内閣府がコロナ渦においての国内旅行の傾向を分析した結果、全体に占める 2 人以下の少

人数旅行の割合は 2020 年 7～9 月期に 31%と、18～19 年同時期の平均 25%より高まっ

た。少人数での旅行や、宿泊期間の短縮化、同一都道府県内など近場で過ごすケースが増

えていることがわかった。東京新聞が 2021 年 1 月 12 日に提示した「コロナ禍で震災体験

をどう伝承していくか 各地で来訪者減少、オンラインで『リモート語り部』も」による

と、南三陸ホテル観洋が 2012 年から 1 日も休まず運行していた「語り部バス」は、2020

年春に初めて運行が途絶え、乗客が一人もいない期間が続いたことがわかった。このよう

に大人数が集まる観光バスは感染リスクを抑えるために需要が減少している。 

一方で、「語り部ナビ」の場合レンタカーであるため、感染リスクを抑えつつ被災地を

巡ることができる。また、感染対策として、現在「リモート語り部」などコロナ渦でも語

り部活動を続けるために様々な方法が模索されているが、ディスプレイを通してみる映像

と、現地に向かい自身の目で見るものと比べると、印象の受け方が異なる。「語り部バ

ス」や「語り部ナビ」のように、当時の状況を聞きながら現在の状況を目にすることで、

より深く震災について理解が可能になる。一般社団法人日本カーシェアリング協会が

YouTube に挙げている「震災の記憶を伝える『語り部ナビ』」にて、以下のような紹介が

されている。 

 

「（中略）目的地の遺構に到着する前に震災前の様子や被害の状況を聞いておくことでよ

り多くの気付きを得ることができます。また、知らなければ通り過ぎてしますような街並

みも震災とのかかわりや背景を知ることで違った見え方ができるようになります。『頑張

ろう石巻看板』や『大川小学校跡地』といった震災遺構として整備される場所のみならず

雄勝の高い防潮堤など震災の記憶が色濃く残るルートをナビがご案内します。（省略）」 
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 この紹介にもあるように、知らなければ通り過ぎてしまう場所も、その場所に関する情

報を聞くことでより多くの気付きを得ることが可能になる。「語り部ナビ」は、感染リス

クを下げつつも、普通のレンタカーで町を巡るだけでは経験することが出来ないものを提

供することができる。 

 

3. 総括・感想 

 私は宮城県石巻市にある「日本カーシェアリング協会」が実施している「語り部ナビ」

を紹介した。この取り組みを評価する理由として、感染リスクを抑えつつも震災への深い

理解が可能であり、震災が起きた事実をコロナによって風化させない防止策に適している

と考えたためである。 

 感想としては、東日本大震災のように現在もなお復興現場を目にすることが出来れば、

実感を得ることができるものも、阪神淡路大震災のように既に復興作業を終え面影が無く

なった震災の場合、この「語り部ナビ」は機能するのか疑問に感じた。 

 

4. 参考 URL 

一般社団法人日本カーシェアリング協会石巻駅北  

 https://rent-a-car.jp/reserve.v2/shops/156（2021/2/11 閲覧） 

一般社団法人日本カーシェアリング協会.「震災の記憶を伝える『語り部ナビ』」 

投稿日 2020/12/4 https://www.youtube.com/watch?v=y3sJk3dFqL4 (2021/2/11 閲覧) 

日本経済新聞電子版 2021/2/5 「コロナ下旅行『少・近・短』『2 人以下』は 3 割に」 

東京新聞  2021/1/12 コロナ禍で震災体験をどう伝承していくか各地で来訪者減少、

オンラインで「リモート語り部」も  

https://www.tokyo-np.co.jp/article/79387  (2021/2/11 閲覧) 


